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工 事 名

路 線 名

工事箇所

縮 尺

図面番号

内容表示 ～

筑西市下川島地内
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Φ670

マンホールマンホール

Φ670

1000×1000

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ700

汚水マンホール

Φ700

汚水マンホール

M 1250×
1250

雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル

マンホール

Φ920

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ920

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ700

マンホール

Φ670

電気マンホール

Φ830

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

電気マンホール

Φ830

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670
マンホール

Φ670

マンホール

Φ520

電気マンホール

Φ880

Φ670

マンホール

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

Φ670

汚水マンホール

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

貯水槽マンホール

Φ700

貯水槽マンホール

Φ700

Φ670

マンホール

Φ670

雨水マンホール

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

Φ860

電気マンホール

電気マンホール

Φ840

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

マンホール

Φ670 Φ670

汚水マンホール

Φ860

雨水マンホール

Φ670 Φ670

雨水マンホール

汚水マンホール

Φ670

Φ670

雨水マンホール雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

KUR-300×300グレーチング蓋付

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

Φ670

電気マンホール

雨水マンホール

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ520

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

高さ調整+40

Φ840

電気マンホール

高さ調整+60 高さ調整+30

高さ調整+30

高さ調整+30

計
量
機

計
量
機

誘導ライン 青 W=30cm n=1.0箇所

誘導ライン オレンジ W=30cm n=1.0箇所

誘導ライン 赤 W=30cm n=1.0箇所

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

身障者マーク 白 n=1.0箇所

車止設置 再用品 18基

外周路Ｃ

外周路Ｂ

出入口

進入路Ａ

退出路

駐車場Ｂ

取付部

進入路Ｂ

2712.07m2

1791.88m2

163.98m2

769.97m2

182.95m2

235.44m2

251.33m2

213.15m2

13.99m2

川 島

敷地内道路改修工事

舗装工Ａ

舗装工Ｂ

舗装工Ｄ

舗装工Ｃ

縁石工Ｂ

L=10.2m

縁石工Ａ

L=16.2m

L形側溝設置

250A(新材)L=1.8m

L形側溝設置

250A(新材)L=1.2m

L形側溝設置

250A(再用材)L=6.0m(新材)L=4.8m

L形側溝設置

250B(再用材)L=21.0m(新材)L=10.8m

L形側溝設置(3箇所)

250A(新材)L=3.0m

駐車場Ａ

外周路Ａ

外
周
路
Ｃ

外周路Ｂ

出入口

進
入
路
Ａ

退
出
路

駐車場Ｂ

駐車場Ａ

外周路Ａ

外周路Ａ

外
周

路
Ａ

外周路Ａ

汚水マンホール

L形
側

溝
設

置

2 5
0B

(再
用

材
)
L =

0.
6m

( 新
材

) L
=3

.0
m

集水桝設置(1)

450×450×550

補
足

材
M-

30

t
=
10

cm
A
=3

.6
m2

縁
石

工
Ａ

L=
4 .

6m

集水桝設置(2)

450×800×600

縁
石
工
Ｃ

L=18.4m

縁
石
工
Ａ

L=3.2m
縁
石
工
Ａ

L=2.4m

縁
石
工
Ｃ

L=13.4m

区画線工 中心線 白 w=15cm L=80.6m

区画線工 中心線

白 w=15cm L=20.6m

区
画
線
工

中
心
線

白

w=15cm
L=69.0m

進
入
路
Ｂ

区
画

線
工

中
心

線
白

w
=1

5c
m

L
=1

9 6
.3

m

区
画
線
工

文

字
ト
マ
レ

白
W=20cm

n=1.0箇
所

停
止
線

実
線

白
W=20cm

L=2.9m

区
画
線
工

文

字
止
ま
れ

白
15cm換

算
L=23.4m

停
止
線

実
線

白
W=20cm

L=9.5m

区画線工 区画線 実線 白

w=15cm L=4.6m×4 L=11.6×2

区画線工 区画線 実線 白

w=15cm L=4.6m×9 L=3.6×1

車止設置 再用品 22基

区
画
線
工

文

字
ト
マ
レ

白
W=20cm

n=1.0箇
所

停
止
線

実
線

白
W=20cm

L=3.4m

補足材 M-30

t=5cm A=17.3m2

補
足
材

M-30

t=5cm
A=11.0m2

環境センター

全 ４ 葉の内 １ 号（1/1)

計画平面図

Ｕ型側溝側溝設置

KUR-300×300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋ﾎﾞﾙﾄ固定型 L=7.2m

小口止工 n=1.0箇所



図面種別

令和 元 年度施工年度

工 事 名

路 線 名

工事箇所

縮 尺

図面番号

内容表示

全 ４ 葉の内 ２ 号（1/1)

～

筑西市下川島地内

1:500

撤去平面図
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Φ670

マンホールマンホール

Φ670

1000×1000

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ700

汚水マンホール

Φ700

汚水マンホール

M 1250×
1250

雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル

マンホール

Φ920

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ920

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ700

マンホール

Φ670

電気マンホール

Φ830

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

電気マンホール

Φ830

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670
マンホール

Φ670

マンホール

Φ520

電気マンホール

Φ880

Φ670

マンホール

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

Φ670

汚水マンホール

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

貯水槽マンホール

Φ700

貯水槽マンホール

Φ700

Φ670

マンホール

Φ670

雨水マンホール

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

Φ860

電気マンホール

電気マンホール

Φ840

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

マンホール

Φ670 Φ670

汚水マンホール

Φ860

雨水マンホール

Φ670 Φ670

雨水マンホール

汚水マンホール

Φ670

Φ670

雨水マンホール雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

KUR-300×300グレーチング蓋付

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

Φ670

電気マンホール

雨水マンホール

雨水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ520

雨水マンホール

Φ670

マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

汚水マンホール

Φ670

雨水マンホール

Φ670

高さ調整+40

Φ840

電気マンホール

高さ調整+60 高さ調整+30

高さ調整+30

高さ調整+30

計
量
機

計
量
機

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

Φ
670

汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル

川 島

敷地内道路改修工事

L形側溝撤去 250A(再用) L=6.0m

L形側溝取壊し 250A L=4.8m

L形側溝撤去 250B(再用) L=21.0m

L形側溝取壊し 250B L=10.8m

L形側溝取壊し

250A(3箇所) L=3.0m
L形側溝取壊し

250A L=1.2m

L形側溝取壊し

250A L=1.8m

外周路Ａ

外
周
路
Ｃ

外周路Ｂ

出入口

進
入
路
Ａ

退
出
路

駐車場Ｂ

駐車場Ａ

外周路Ａ

外周路Ａ

外
周

路
Ａ

外周路Ａ

汚水マンホール

L
形

側
溝

撤
去

2
50

B(
再

用
)

L
=0

.6
m

L形
側

溝
取

壊
し

25
0B

L=
3.

0m

舗装版切断工

As版t=5cm L=6.2m

舗装版切断工

As版t=5cm L=3.4m

集水桝撤去

450×450×600

進
入
路
Ｂ

環境センター

集水桝撤去

450×450×550

車止撤去 再用 18基

車止撤去 再用 22基

縁石工Ｂ撤去

L=10.2m

縁石工Ａ撤去

L=16.2m

縁
石

工
Ａ

撤
去

L =
4.

6m

縁
石
工
Ｃ
撤
去

L=18.4m

縁
石
工
Ａ
撤
去

L=3.2m
縁
石
工
Ａ
撤
去

L=2.4m

縁
石
工
Ｃ
撤
去

L=13.4m

舗装版取壊し工

（出入口）

A=769.97m2

舗装版取壊し工

（進入路B）

A=13.99m2

舗装版取壊し工

（退出路）

A=235.44m2

舗装版取壊し工

（進入路A）

A=182.95m2
舗装版取壊し工

（外周路C+駐車場A）

A=1825.75m2

舗装版取壊し工

（外周路A+B）

A=2880.50m2

舗装版取壊し工

（駐車場B）

A=251.33m2



縁石工Ａ

歩車道境界ブロック
S=1:10

(A 形)

23
0

150 20

1
00

縁石工Ｂ

(A 形)

2
30

150 20

3
0

ﾓﾙﾀﾙ 1:3

ﾓﾙﾀﾙ 1:3

歩車道境界ブロック

(再用材)

縁石工Ｃ

(A 形)

23
0

150 20

1
00

ﾓﾙﾀﾙ 1:3

床掘 A=0.024m2

300

300

300

埋戻(発生土)

A=0.068m2

既設基礎材

250

250

250

アスファルト舗装工

舗 装 構 成 図 S=1:10

舗 装 工 Ａ 舗 装 工 Ｂ

表 層 工 再生密粒アスコン溶融スラグ入(20) t=50

上層路盤 粒調砕石

下層路盤 切込砕石

不陸整正工 補足材(粒調砕石 M-30) t=25～29未満表 層 工 再生改質II型密粒(20) t=50

（進入路Ａ、退出路） （外周路Ａ・Ｂ・Ｃ、駐車場Ａ）

舗 装 工 Ｃ

表 層 工 再生密粒アスコン溶融スラグ入(20) t=50

下層路盤 切込砕石

不陸整正工 補足材(再生砕石 RC-40) t=25～29未満

（駐車場Ｂ）

舗 装 工 Ｄ

表 層 工 再生密粒アスコン溶融スラグ入(20) t=50

上層路盤 粒調砕石

下層路盤 切込砕石

不陸整正工 補足材(粒調砕石 M-30) t=25～29未満

（取付部-人力施工）

～

構 造 詳 細 図（１）

全 ４ 葉の内 ３ 号( / )

図 示

構造詳細図(1)

筑西市下川島地内

施工年度

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図面種別

縮 尺

図面番号

図面表示

令和 元 年度

敷地内道路改修工事

既設基礎材

既設基礎材

2
00

20
0

2
00

300

床掘 A=0.069m2

3
0

埋戻(路盤材)A=0.023m2

床掘 A=0.046m2

埋戻(発生土)

A=0.068m2

床掘 A=0.069m2

30

埋戻(路盤材)A=0.045m2

埋戻(発生土)

A=0.068m2

床掘 A=0.069m2

3
0

(舗装工Ｂ・Ｃ)

300

300

(舗装工Ｂ)

歩車道境界ブロック

(再用材)

歩車道境界ブロック

(再用材)

(舗装工Ａ)

10ｍ当たり

歩車道境界

種 別

モルタル

算 出 根 拠 数 量

A形 L=0.60m 参考重量44kg/本

10.00／0.60 ＝ 16.67

1:3

0.25×0.03×10.00＝0.075

16.67 本

0.08 ｍ
3

※歩車道境界ブロックは、再用材とする。

ブロック

車止改修

10基当たり

車止め

種 別

接着ボンド

算 出 根 拠 数 量

L=0.60m 参考重量25kg/本

1:3

20kg/36本×10本＝5.56

10.00 本

5.56 kg

※車止めブロックは、再用材とする。

ブロック

180

1
2
0

車止めブロック

(再用材)

接着ボンド

アンカーピン

(再用材)

舗 装 工 Ａ

上層路盤工 粒調砕石 M-30 t=150

下層路盤工 再生砕石 RC-40 t=200

表 層 工 再生改質II型密粒(20) t=50

路床入替工 再生砕石 RB-40 t=500

（進入路Ｂ）

上層路盤 粒調砕石

下層路盤 切込砕石

不陸整正工 補足材(粒調砕石 M-30) t=25～29未満

環境センター



S= 1:20

～

構 造 詳 細 図（２）

全 ４ 葉の内 ４ 号( / )

図 示

構造詳細図(2)

筑西市下川島地内

施工年度

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図面種別

縮 尺

図面番号

図面表示

令和 元 年度

敷地内道路改修工事

KUR 300×300

小 口 止 工

585

585

90
3
00

1
30

5
20

10
0

再生砕石 RB-40

１ヶ所 当たり

種 別

基礎砕石

算 出 根 拠 数 量

RB-40

0.58×0.10＝0.058
0.058 ｍ

2

ｺﾝｸﾘｰﾄ F18-8-25

100

100

5
20

10
0

再生砕石 RB-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ F18-8-25

KUR 300×300

側溝小口断面

A=0.12㎡

型 枠

小型構造物

0.52×0.585×2＝ 0.608

0.592 ｍ
2

ｺﾝｸﾘｰﾄ
F18-8-25

0.52×0.585×0.10＝0.030
0.020 ｍ

３

0.52×0.10×2＝ 0.104

側溝小口控除 ＝-0.12

側溝工詳細図

(KUR 300×300)

9
0

30
0

13
0

5
20

1
00

300

585

100 350 100

550

T-25グレーチング(L=1.0m)ボルト固定型

再生砕石 RB-40

道路横断側溝

10ｍ当たり

長尺U字溝

種 別

基礎砕石

算 出 根 拠 数 量

KUR-300×300 L=2.00m

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄ固定(普通目)

RB-40

0.55×0.10×10.00＝0.55

5.00 本

0.99 ｍ
3

RB-40

Bb1 b1

B
b1

b
1

g

H

Bb1 b1

h
1

h1

g

t2 t1

b2

F18-8-25BB

L H b1 b2

寸 法 表

Ｂ h1

(1)-450-450-550 450 450 550 150 1500 150

t1 t2
摘要

g

60 66 570

50 50

コンクリート

アンカー

グレーチング蓋

450 800 600 150 850*1200 150(2)-450-800-550

S=1:20

平 面 図

断 面 図

基 礎 材

RB-40

材 料 表 1箇所当り

項 目

区 分

摘 要

m2m3

コンクリート 型 枠

m2 式

0.26 2.94 0.72

足掛金物

個

Ｆ18-8-25BB

蓋種別

T-25

グレーチング蓋

T-14 T-25

(受枠共)

式

1.00.35 3.99 1.02

T-25

集 水 桝 工

75 96 570*920 車道用

開口及び敷高一覧表

Ａ 面

天端 = 0.000

Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面 備 考

Ａ面(南)

Ｄ
面

(
西

)

Ｃ面(北)

Ｂ
面

(
東

)

天端 = 0.000

集水桝工(1)

集水桝工(2)

1.0

車道用

車道用

車道用

車道用

車道用

VPφ150(既設)

-0.350

KUR-300×300

-0.430

VPφ150(既設)

-0.440

－

－

KUS-250×250(既設)

-0.350

(1)-450-450-550

(2)-450-800-600

※各集水桝天端高を 0.00mとし、天端高からの下がりを接続水路敷高として表示しています。

300 300

－

－

U-300×300(既設)

-0.300

VPφ200(既設)

-0.400

KUS-250×250(既設)

-0.350

埋戻(路盤材)A=0.163m2埋戻(路盤材)A=0.163m2

床掘 A=0.639m2

環境センター

参考重量594kg/本

10.00／2.00 ＝ 5.00

W/C=指定無しW/C=指定無し

W/C=指定無し

Ｌ形側溝設置
S=1:10

250A

250B

100 250 100

450

30
85

5
5

1
00

100 250

350

3
0

8
0

55
10

0

既設基礎材

既設基礎材

450

550

Ｌ形側溝(新材又は再用材)

ﾓﾙﾀﾙ 1:3

Ｌ形側溝(新材又は再用材)

300

300

300

1
85

埋戻(発生土)

A=0.054m2

床掘 A=0.056m2

床掘 A=0.018m2

埋戻(路盤材)A=0.017m2

埋戻(発生土)

A=0.054m2

床掘 A=0.056m2

ﾓﾙﾀﾙ 1:3

300

床掘 A=0.020m2

埋戻(路盤材)A=0.018m2

10ｍ当たり

Ｌ形側溝

種 別

モルタル

算 出 根 拠 数 量

250A L=0.60m 参考重量47kg/本

10.00／0.60 ＝ 16.67

1:3

0.45×0.03×10.00＝0.135

16.67 本

0.14 ｍ
3

※Ｌ形側溝は、新材又は再用材とする。

10ｍ当たり

Ｌ形側溝

種 別

モルタル

算 出 根 拠 数 量

250B L=0.60m 参考重量59kg/本

10.00／0.60 ＝ 16.67

1:3

0.55×0.03×10.00＝0.165

16.67 本

0.17 ｍ
3

※Ｌ形側溝は、新材又は再用材とする。

既設マンホール蓋調整工
S=1:20

鉄蓋及び受枠（再用品）

蓋ボルト及び調整ワッシャー

無収縮調整モルタル

110 600 110

820

(雨水・汚水)

調
整
高

h▽ GL ▽ FH


